
9 月 15 日(火)に、衛藤一美氏を講師にお迎えし、標記講座を開催しました。 
もし、地震が起きたらどうするか？避難所で必要な物は何か？みなさん、考えたことがありますか？ 
熊本での地震や千葉での水害など、日本各地での災害を目の当たりにして、受講生も真剣に講師の話を
聞いていました。 

         

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

    

  

 

防災ボトル作り 

令和 8 年 10 月号 

第 4 回犬飼公民館市民講座 

8 月 26 日、犬飼総合グラウンドを会場に本大会が賑やかに開催されまし

た。 犬飼町スポーツ振興会・赤峰映洋会長による激励の言葉を受け、参加さ

れた皆さんは気合い十分。これまでの練習の成果を存分に発揮し、グラウン

ドには真剣な熱気と楽しそうな歓声が響き渡りました。勝負への真剣な表情

はもちろん、合間にこぼれる笑顔も弾け、心身ともにリフレッシュしながら親睦

を深める素晴らしい一日となりました。 気になる大会結果は次のとおりです。 

 

1 位 岡本 忠一さん  2 位 村上 健一さん   

3 位 鷲尾 眞一さん  

  

▲これをボトルに入れて
いきます 

▲この小さな袋の中に小銭をいれ
ます。公衆電話を使うときに必要
になります。 

講師 衛藤一美さん 

▲自分の名前と連絡先を記入中 

▲避難所生活で疲れた時には肩甲骨
の間をさすりあいましょう 

講師の衛藤さんによると、受講生の
ボトルの材料を購入するのに、3 ケ
所回って、やっと 13 人分が確保で
きたそうです。熊本の災害以降、み
なさんの防災意識が確実に高まって
いることを痛感しました。 
どうか平穏な毎日が続きますよう
に。日頃からの備えを大切に 
していきましょう 

▲マイボトルを持った受講生 

災害用ライト 


